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め
く
海
に
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在
す
る
島
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や
絶
景
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る
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観
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ア
ル
プ
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と
癒
し
と
食
の
楽
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パ
ラ
イ
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「天草観海アルプス」を楽しもう。 九州オルレ「天草・松島コース」＆「天草・維和島コース」

天草・維和島コース 天草・松島コース

こ
の
ほ
か
の

キ
ャ
ン
プ
場

白嶽（しらたけ）キャンプ場は「自然との触れ合い」「自然を
散策すること」をコンセプトに創設。別荘感覚で利用でき
るログハウス風コテージや常設テントも完備されています。

▲周辺には遊歩道が整備さ
れた湿地が広がり、春～秋
には様々な動植物を見るこ
とができます。

キャンプ場には、バンガローやシャワー、テントも完備され、
バーベキューセットのレンタルもあります。近隣には、釣りや
磯遊びができるスポットも。島から望む朝焼けは別格です。

高舞登山から龍ヶ岳を結ぶ九
州自然歩道「天草観海アルプ
スコース」や「九州百名山の次
郎丸・太郎丸嶽」は、海を見下ろ
しながら楽しめるトレッキングコー
スとして多くの登山愛好家が訪
れます。山頂からの眺望はまさに
絶景で、青い海に浮かぶ大小
の島 と々行き交う船の軌跡がま
るで絵の様に映ります。

『オルレ』とは韓国済州島で広まったハイキングコースの一
種で、地域の魅力を感じながらゆっくり歩く。九州にも『九州
オルレ』として認定されたコースがあり、上天草市には「天草・
松島コース」と「天草・維和島コース」の2コースが認定され、
海と山の両方に恵まれた美しい景色が楽しめる。

天草四郎が産まれたとされる維
和島を一周するコースで、石棺
古墳群やのどかな果樹園、静か
な浜辺をウォーキングする。

日本三大松島にも選ばれる程
の絶景を眺めながら、広大な田
園や海を望む千巌山、幻想的
な巨石群に竹林を進む。

▲テント区画は1区画毎が
離れているので子連れでも
安心。岩場で磯遊びや釣り
も楽しめます。近隣には商
店街もあり便利です。

標高470ｍの龍ヶ岳山頂公園にあるキャンプ場。展望所
からは不知火海が一望でき、併設されたミューイ天文台か
らは、空一面の星空や星雲・星団が観測できます。

▲キャンプ設備はもちろん、
アスレチックやテニスコート
に加え、ロッジやバンガロ
ー、テントサイトなどの設備
が整備されています。

白嶽森林公園キャンプ場 小島公園キャンプ場 龍ヶ岳山頂キャンプ場























『１日でも長く楽しみたい』
２人で話しあって選んだのは二地域居住。 『お父さん、ここに住もう』

景観のすばらしさに心が躍った。　「
私
た
ち
、
ち
ょ
っ
と
早
め
の
『
移

住
組
』
な
ん
で
す
よ
」。
有
明
海
を
見

下
ろ
す
カ
フ
ェ
「
ｃ
ａ
ｆ
ｅ 

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ

（
カ
フ
ェ 

フ
リ
ー
）」
で
微
笑
む
の
は
、

経
営
者
の
松
山
さ
ん
夫
妻
。

　
夫
妻
が
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
た
の

は
、
２
０
１
０
年
秋
の
こ
と
で
し
た
。

熊
本
市
在
住
で
会
社
に
務
め
る
ご
主
人

の
リ
タ
イ
ア
後
の
夢
は
、
好
き
な
釣
り

を
楽
し
み
な
が
ら
の
田
舎
暮
ら
し
。
そ

の
一
方
で
、
ご
主
人
の
生
き
方
に
賛
同

す
る
奥
様
は
、
小
さ
な
カ
フ
ェ
の
経
営

を
思
い
描
い
て
い
ま
し
た
。「
定
年
を

待
た
ず
早
め
に
夢
を
か
な
え
れ
ば
、
１

日
で
も
長
く
田
舎
暮
ら
し
を
楽
し
め
る

は
ず
」。
そ
う
考
え
て
選
ん
だ
の
が
、

上
天
草
市
へ
の
移
住
で
し
た
。

　
地
元
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど

に
依
頼
し
て
１
年
間
ほ
ど
探
し
て
見
つ

け
た
の
が
、
大
矢
野
島
の
小
高
い
丘
の

上
の
土
地
で
し
た
。
有
明
海
に
沈
む
夕

日
が
眺
め
ら
れ
、
小
さ
な
菜
園
や
駐
車

ス
ペ
ー
ス
も
確
保
で
き
ま
し
た
。
店
舗

と
住
居
を
併
設
し
た
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し

た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
、
ま
さ
に
「
２
人
の

夢
を
実
現
す
る
カ
フ
ェ
」
で
す
。

夫
妻
と
も
平
日
は
熊
本
市
の
自
宅
に
住

み
、
ご
主
人
は
熊
本
市
内
の
勤
務
先
へ
。

奥
様
は
車
で
上
天
草
市
の
カ
フ
ェ
へ
通

う
生
活
。
週
末
は
夫
妻
そ
ろ
っ
て
上
天

草
市
で
過
ご
し
ま
す
。
ご
主
人
は
菜
園

で
レ
タ
ス
や
パ
セ
リ
な
ど
旬
の
野
菜
20

種
類
以
上
を
育
て
、
奥
様
は
菜
園
で
収

穫
し
た
野
菜
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
カ

フ
ェ
で
提
供
。
カ
フ
ェ
が
忙
し
い
時
に

は
、
ご
主
人
も
エ
プ
ロ
ン
を
着
け
て
店

に
立
ち
ま
す
。

　「
こ
こ
は
暖
か
く
て
、
冬
で
も
野
菜

が
育
ち
ま
す
。
目
の
前
で
タ
イ
や
ガ
ラ

カ
ブ
が
釣
れ
て
理
想
の
環
境
」
と
ご
主

人
。
奥
様
も
「
毎
日
違
っ
た
海
の
表
情

が
見
え
て
、
飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
」
と
お
気
に
入
り
。
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の

ペ
ン
キ
塗
り
や
駐
車
場
の
整
地
と
い
っ

た
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
も
、
田
舎
暮
ら

し
で
は
楽
し
み
の
一
部
で
す
。

　
ご
主
人
の
定
年
後
に
は
、
完
全
な
移

住
を
考
え
て
い
る
松
山
さ
ん
夫
妻
。「
ス

ト
レ
ス
も
解
消
で
き
て
、
本
当
に
良
い

場
所
を
選
び
ま
し
た
」。
海
を
眺
め
な

が
ら
、
自
然
な
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。 

　「
天
草
１
号
橋
を
渡
り
な
が
ら
、
期

待
で
胸
が
高
鳴
り
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し

た
」。
佐
賀
県
か
ら
上
天
草
市
へ
移
住

し
た
坂
本
さ
ん
夫
妻
は
、
初
め
て
上
天

草
市
を
訪
れ
た
時
の
気
持
ち
を
笑
顔
で

振
り
返
り
ま
す
。

　
ご
主
人
が
上
天
草
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
青
い
海
に
浮
か
ぶ
島
々
の
写
真
を

見
つ
け
た
の
は
、
移
住
先
を
探
し
始
め

て
３
年
ほ
ど
経
っ
た
頃
で
し
た
。
そ
の

写
真
を
見
た
奥
様
も
一
目
で
気
に
入

り
、「
お
父
さ
ん
、
こ
こ
に
住
も
う
」。

す
ぐ
に
上
天
草
市
を
訪
れ
る
と
、
期
待

以
上
の
景
観
に
心
が
躍
っ
た
と
い
い
ま

す
。
２
人
で
有
明
海
に
沈
ん
で
い
く
美

し
い
夕
日
を
眺
め
、
す
ぐ
に
移
住
を
決

め
ま
し
た
。 

　
ご
主
人
の
仕
事
の
都
合
で
、
数
年
ご

と
に
転
居
を
繰
り
返
す
転
勤
族
で
し
た
。

「
リ
タ
イ
ア
後
は
自
然
に
囲
ま
れ
た
場

所
で
、
の
ん
び
り
過
ご
し
た
い
」。
海

が
好
き
な
ご
主
人
と
、
山
が
好
き
な
奥

様
。
と
も
に
希
望
を
叶
え
ら
れ
る
移
住

先
が
、
穏
や
か
な
海
に
小
高
い
山
々
が

突
き
出
す
上
天
草
市
だ
っ
た
の
で
す
。

　
２
人
で
検
討
を
重
ね
、
旧
国
道
近
く

に
自
宅
を
新
築
し
ま
し
た
。
自
宅
か
ら

の
景
色
も
考
慮
し
ま
し
た
が
、「
上
天

草
市
は
、
海
も
山
も
す
ぐ
そ
こ
。
海
が

目
の
前
に
な
く
て
も
構
わ
な
い
」
と

思
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
「
老
後
を

考
え
る
と
、
や
っ
ぱ
り
生
活
に
便
利
な

と
こ
ろ
が
良
い
よ
ね
」
と
ご
主
人
。 

　
移
住
後
、
ご
主
人
は
趣
味
の
釣
り
に

出
掛
け
て
は
、
タ
コ
や
チ
ヌ
を
持
ち
帰

り
ま
す
。
奥
さ
ま
も
「
天
草
の
タ
コ
は

歯
応
え
と
味
に
深
み
が
あ
っ
て
、
初
め

て
食
べ
た
時
は
感
激
し
ま
し
た
」
と
、

ご
主
人
の
釣
果
に
満
足
の
様
子
。 

　
花
壇
が
主
役
だ
っ
た
自
宅
の
庭
は
、

い
つ
の
間
に
か
畑
の
方
が
広
く
な
り
、

「
今
で
は
一
番
日
当
た
り
の
良
い
特
等

席
で
、
大
根
が
元
気
に
育
っ
て
い
る
よ
」

と
ご
主
人
は
笑
い
ま
す
。 

　
美
味
し
い
空
気
を
吸
い
、
旬
の
野
菜

や
果
物
を
食
べ
て
「
心
身
と
も
に
健
康

に
な
り
ま
し
た
」
と
奥
様
。
ご
主
人
も

「
天
草
の
人
々
は
温
厚
で
優
し
く
、
地

域
の
行
事
に
も
参
加
し
や
す
い
で
す

ね
」。
夫
妻
の
移
住
生
活
は
、
満
足
の

連
続
で
す
。

日替わりメニュー。どのメニューにも地元
の食材が使われています。

どの部屋からも山や緑が見えます。「キッチンからもお風呂からも自然豊かなことを実感できます」
と奥様。「今の季節は庭先でくつろいでいる時が一番気持ちがいい」とご主人。

奥様は裁縫が趣味。移住してから習い始めたパッチワークはご主人から
みると「気が遠くなるほど細かい作業」。「そんな時間も楽しい」と奥様。 

閑静な住宅地に立つご自宅。「いつでも遊びに来て欲しい」という気持ち
から塀や植え込みのないオープンな雰囲気の玄関。

大根など野菜の他に、花や山菜、果物など四季折々のものが植えてある。黄色の可愛い花を咲か
せるツワブキは、春に収穫してきんぴらに。ムカゴ（山芋の実）は炊き込みご飯に。「上天草では
自然の恵みを楽しみながら食しています」と笑顔の奥様。

週末になると、ご主人は 1 週間ぶりの菜園
で静かなひと時を過ごします。

有明海を見下ろす小高い丘に建つカフェ兼住居。熊本市から通える距離
というのも決め手になったそうです。

毎日変わる景色を眺めながらゆったりと流れる時間。「お店を訪れる
お客さんと交わす何気ない会話が心地良いですね。お勤めしていた頃
には味わえませんでした」と、奥様。

上天草に住もう（移住）
Immigration

■移住に関するお問い合わせ先 上天草市役所企画政策課
〒869-3692　上天草市大矢野町上１５１４番地
TEL：0964-26-5511　FAX：0964-56-4972



『１日でも長く楽しみたい』
２人で話しあって選んだのは二地域居住。 『お父さん、ここに住もう』

景観のすばらしさに心が躍った。　「
私
た
ち
、
ち
ょ
っ
と
早
め
の
『
移

住
組
』
な
ん
で
す
よ
」。
有
明
海
を
見

下
ろ
す
カ
フ
ェ
「
ｃ
ａ
ｆ
ｅ 

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ

（
カ
フ
ェ 

フ
リ
ー
）」
で
微
笑
む
の
は
、

経
営
者
の
松
山
さ
ん
夫
妻
。

　
夫
妻
が
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
た
の

は
、
２
０
１
０
年
秋
の
こ
と
で
し
た
。

熊
本
市
在
住
で
会
社
に
務
め
る
ご
主
人

の
リ
タ
イ
ア
後
の
夢
は
、
好
き
な
釣
り

を
楽
し
み
な
が
ら
の
田
舎
暮
ら
し
。
そ

の
一
方
で
、
ご
主
人
の
生
き
方
に
賛
同

す
る
奥
様
は
、
小
さ
な
カ
フ
ェ
の
経
営

を
思
い
描
い
て
い
ま
し
た
。「
定
年
を

待
た
ず
早
め
に
夢
を
か
な
え
れ
ば
、
１

日
で
も
長
く
田
舎
暮
ら
し
を
楽
し
め
る

は
ず
」。
そ
う
考
え
て
選
ん
だ
の
が
、

上
天
草
市
へ
の
移
住
で
し
た
。

　
地
元
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど

に
依
頼
し
て
１
年
間
ほ
ど
探
し
て
見
つ

け
た
の
が
、
大
矢
野
島
の
小
高
い
丘
の

上
の
土
地
で
し
た
。
有
明
海
に
沈
む
夕

日
が
眺
め
ら
れ
、
小
さ
な
菜
園
や
駐
車

ス
ペ
ー
ス
も
確
保
で
き
ま
し
た
。
店
舗

と
住
居
を
併
設
し
た
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し

た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
、
ま
さ
に
「
２
人
の

夢
を
実
現
す
る
カ
フ
ェ
」
で
す
。

夫
妻
と
も
平
日
は
熊
本
市
の
自
宅
に
住

み
、
ご
主
人
は
熊
本
市
内
の
勤
務
先
へ
。

奥
様
は
車
で
上
天
草
市
の
カ
フ
ェ
へ
通

う
生
活
。
週
末
は
夫
妻
そ
ろ
っ
て
上
天

草
市
で
過
ご
し
ま
す
。
ご
主
人
は
菜
園

で
レ
タ
ス
や
パ
セ
リ
な
ど
旬
の
野
菜
20

種
類
以
上
を
育
て
、
奥
様
は
菜
園
で
収

穫
し
た
野
菜
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
カ

フ
ェ
で
提
供
。
カ
フ
ェ
が
忙
し
い
時
に

は
、
ご
主
人
も
エ
プ
ロ
ン
を
着
け
て
店

に
立
ち
ま
す
。

　「
こ
こ
は
暖
か
く
て
、
冬
で
も
野
菜

が
育
ち
ま
す
。
目
の
前
で
タ
イ
や
ガ
ラ

カ
ブ
が
釣
れ
て
理
想
の
環
境
」
と
ご
主

人
。
奥
様
も
「
毎
日
違
っ
た
海
の
表
情

が
見
え
て
、
飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
」
と
お
気
に
入
り
。
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の

ペ
ン
キ
塗
り
や
駐
車
場
の
整
地
と
い
っ

た
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
も
、
田
舎
暮
ら

し
で
は
楽
し
み
の
一
部
で
す
。

　
ご
主
人
の
定
年
後
に
は
、
完
全
な
移

住
を
考
え
て
い
る
松
山
さ
ん
夫
妻
。「
ス

ト
レ
ス
も
解
消
で
き
て
、
本
当
に
良
い

場
所
を
選
び
ま
し
た
」。
海
を
眺
め
な

が
ら
、
自
然
な
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。 

　「
天
草
１
号
橋
を
渡
り
な
が
ら
、
期

待
で
胸
が
高
鳴
り
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し

た
」。
佐
賀
県
か
ら
上
天
草
市
へ
移
住

し
た
坂
本
さ
ん
夫
妻
は
、
初
め
て
上
天

草
市
を
訪
れ
た
時
の
気
持
ち
を
笑
顔
で

振
り
返
り
ま
す
。

　
ご
主
人
が
上
天
草
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
青
い
海
に
浮
か
ぶ
島
々
の
写
真
を

見
つ
け
た
の
は
、
移
住
先
を
探
し
始
め

て
３
年
ほ
ど
経
っ
た
頃
で
し
た
。
そ
の

写
真
を
見
た
奥
様
も
一
目
で
気
に
入

り
、「
お
父
さ
ん
、
こ
こ
に
住
も
う
」。

す
ぐ
に
上
天
草
市
を
訪
れ
る
と
、
期
待

以
上
の
景
観
に
心
が
躍
っ
た
と
い
い
ま

す
。
２
人
で
有
明
海
に
沈
ん
で
い
く
美

し
い
夕
日
を
眺
め
、
す
ぐ
に
移
住
を
決

め
ま
し
た
。 

　
ご
主
人
の
仕
事
の
都
合
で
、
数
年
ご

と
に
転
居
を
繰
り
返
す
転
勤
族
で
し
た
。

「
リ
タ
イ
ア
後
は
自
然
に
囲
ま
れ
た
場

所
で
、
の
ん
び
り
過
ご
し
た
い
」。
海

が
好
き
な
ご
主
人
と
、
山
が
好
き
な
奥

様
。
と
も
に
希
望
を
叶
え
ら
れ
る
移
住

先
が
、
穏
や
か
な
海
に
小
高
い
山
々
が

突
き
出
す
上
天
草
市
だ
っ
た
の
で
す
。

　
２
人
で
検
討
を
重
ね
、
旧
国
道
近
く

に
自
宅
を
新
築
し
ま
し
た
。
自
宅
か
ら

の
景
色
も
考
慮
し
ま
し
た
が
、「
上
天

草
市
は
、
海
も
山
も
す
ぐ
そ
こ
。
海
が

目
の
前
に
な
く
て
も
構
わ
な
い
」
と

思
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
「
老
後
を

考
え
る
と
、
や
っ
ぱ
り
生
活
に
便
利
な

と
こ
ろ
が
良
い
よ
ね
」
と
ご
主
人
。 

　
移
住
後
、
ご
主
人
は
趣
味
の
釣
り
に

出
掛
け
て
は
、
タ
コ
や
チ
ヌ
を
持
ち
帰

り
ま
す
。
奥
さ
ま
も
「
天
草
の
タ
コ
は

歯
応
え
と
味
に
深
み
が
あ
っ
て
、
初
め

て
食
べ
た
時
は
感
激
し
ま
し
た
」
と
、

ご
主
人
の
釣
果
に
満
足
の
様
子
。 

　
花
壇
が
主
役
だ
っ
た
自
宅
の
庭
は
、

い
つ
の
間
に
か
畑
の
方
が
広
く
な
り
、

「
今
で
は
一
番
日
当
た
り
の
良
い
特
等

席
で
、
大
根
が
元
気
に
育
っ
て
い
る
よ
」

と
ご
主
人
は
笑
い
ま
す
。 

　
美
味
し
い
空
気
を
吸
い
、
旬
の
野
菜

や
果
物
を
食
べ
て
「
心
身
と
も
に
健
康

に
な
り
ま
し
た
」
と
奥
様
。
ご
主
人
も

「
天
草
の
人
々
は
温
厚
で
優
し
く
、
地

域
の
行
事
に
も
参
加
し
や
す
い
で
す

ね
」。
夫
妻
の
移
住
生
活
は
、
満
足
の

連
続
で
す
。

日替わりメニュー。どのメニューにも地元
の食材が使われています。

どの部屋からも山や緑が見えます。「キッチンからもお風呂からも自然豊かなことを実感できます」
と奥様。「今の季節は庭先でくつろいでいる時が一番気持ちがいい」とご主人。

奥様は裁縫が趣味。移住してから習い始めたパッチワークはご主人から
みると「気が遠くなるほど細かい作業」。「そんな時間も楽しい」と奥様。 

閑静な住宅地に立つご自宅。「いつでも遊びに来て欲しい」という気持ち
から塀や植え込みのないオープンな雰囲気の玄関。

大根など野菜の他に、花や山菜、果物など四季折々のものが植えてある。黄色の可愛い花を咲か
せるツワブキは、春に収穫してきんぴらに。ムカゴ（山芋の実）は炊き込みご飯に。「上天草では
自然の恵みを楽しみながら食しています」と笑顔の奥様。

週末になると、ご主人は 1 週間ぶりの菜園
で静かなひと時を過ごします。

有明海を見下ろす小高い丘に建つカフェ兼住居。熊本市から通える距離
というのも決め手になったそうです。

毎日変わる景色を眺めながらゆったりと流れる時間。「お店を訪れる
お客さんと交わす何気ない会話が心地良いですね。お勤めしていた頃
には味わえませんでした」と、奥様。

上天草に住もう（移住）
Immigration

■移住に関するお問い合わせ先 上天草市役所企画政策課
〒869-3692　上天草市大矢野町上１５１４番地
TEL：0964-26-5511　FAX：0964-56-4972















H26.3 改訂版

上天草市観光おもてなし課
（社）天草四郎観光協会

特急A列車で行こう
（土日祝日運行）
（平成25年3月16日改正）

下り

熊本駅発→三角駅着

1号 10：36 11：14

3 号 12：20 13：02

5 号 14：41 15：18

上り

熊本駅着←三角駅発

2号 11：59 11：21

4 号 14：33 13：55

6 号 17：00 16：19

●JR・バス／鹿児島中央駅（新幹線）→熊本駅→三角駅→上天草市（バス）
（所要時間：約2時間25分）

40分

20分

天草四郎観光協会上天草市 検索検索




